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Ⅰ 調査概要 

 

１．調査の目的 

本調査は、小城市における男女共同参画に関する意識と実態を把握し、今後の男女共同参画社会

の実現に向けた施策の基礎資料とする。 

 

 

２．調査の実施方法 

 

（１）調査方法 学校での配布回収 

 

（２）調査期間 平成 28 年 2 月 1 日～平成 28 年 2 月 15 日 

 

（３）調査対象 小城市内の中学校に通学する中学２年生及び小中一貫校に通学する８年生 

 

（４）回収結果 

調査対象者数 有効回答数 有効回答率 

461 人 441 人 95.66% 

 

（５）調査項目 

１．回答者の属性 

２．男女共同参画社会について 

３．生き方について 

４．家庭について 

５．恋人どうしの交際について 

６．自由意見 

 
 

３．報告書利用上の注意 

○ 端数処理の関係上、構成比（％）の計が 100％とならないことがあります。 

○ 図表の構成比（％）は小数第 2位以下を四捨五入したものです。 

○ 複数回答の設問は、すべての構成比（％）を合計すると 100％を超える場合があります。 

○ 図表の「H17」は平成 17 年度、「H27」は平成 27 年度を表しています。 

 

 



 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 調 査 結 果 
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Ⅱ 調査結果 

 

１．回答者の属性  
 

 

「女性」が 47.8％、「男性」が 50.3％となっています。 

 

 

 

「核家族」が 63.3％で最も高く、次いで「三世代家族」33.8％、「その他」2.5％の順となって

います。 

 

前回調査（H17）と比較すると、「核家族」と回答した人の割合が、50.9％（H17）から 63.3％

（H27）と 12.4 ポイント高くなり、「三世代家族」と回答した人の割合は、45.3％（H17）か

ら 33.8％（H27）と 11.5 ポイント低くなっています。 

 

 

  

（１）性別 

（２）家族構成 



 8 

 

「２人」が 42.9％で最も高く、次いで「３人」37.9％、「４人以上」10.0％の順となっていま

す。 

 

前回調査と比較すると、「1 人」「2 人」と回答した人の割合が、45.7％（H17）から 51.1％

（H27）と 5.4 ポイント高くなり、「3 人」「4 人以上」と回答した人の割合は、54.3％（H17）

から 47.9％（H27）と 6.4 ポイント低くなっています。 

 

 

 

  

（３）兄弟姉妹 



 9 

２．男女共同参画社会について  
 

 

①男女共同参画 

「聞いたことがない」が 88.7％で最も高く、次いで「聞いたことはあるが、内容は知らない」

8.4％、「聞いたことがあり、内容まで知っている」2.0％の順となっています。 

 

 

②男女共同参画社会基本法 

「聞いたことがない」が 92.7％で最も高く、次いで「聞いたことはあるが、内容は知らない」

4.8％、「聞いたことがあり、内容まで知っている」1.6％の順となっています。 

 

 

③ジェンダー 

「聞いたことがない」が 95.9％で最も高く、次いで「聞いたことはあるが、内容は知らない」

1.8％、「聞いたことがあり、内容まで知っている」1.4％の順となっています。 

  

（４） これらの言動や内容を知っていますか。 
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④ワーク・ライフ・バランス 

「聞いたことがない」が 87.3％で最も高く、次いで「聞いたことはあるが、内容は知らない」

7.7％、「聞いたことがあり、内容まで知っている」2.7％の順となっています。 

 

 

⑤ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ) 

「聞いたことがあり、内容まで知っている」が 53.3％で最も高く、次いで「聞いたことがない」

26.1％、「聞いたことはあるが、内容は知らない」19.5％の順となっています。 

性別で見ると、「聞いたことがない」と回答した割合は、男性（29.3％）が女性（21.3％）よ

り 8.0 ポイント高くなっています。 

 

前回調査と比較すると、「聞いたことがある」と回答した人の割合が 38.4%（H17）から 72.8％

（H27）と 34.4ポイント高くなっています。 
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⑥デートＤＶ 

「聞いたことがない」が 58.5％で最も高く、次いで「聞いたことがあり、内容まで知っている」

23.1％、「聞いたことはあるが、内容は知らない」17.5％の順となっています。 

性別で見ると、「聞いたことがない」と回答した割合は、男性（64.4％）が女性（52.1％）よ

り 12.3 ポイント高くなっています。 

 

 

⑦ＤＶ防止法 

「聞いたことがない」が 58.7％で最も高く、次いで「聞いたことはあるが、内容は知らない」

25.4％、「聞いたことがあり、内容まで知っている」14.5％の順となっています。 

性別で見ると、「聞いたことがない」と回答した割合は、男性（63.1％）が女性（53.6％）よ

り 9.5 ポイント高くなっています。 
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⑧女性活躍推進法 

「聞いたことがない」が 78.5％で最も高く、次いで「聞いたことはあるが、内容は知らない」

15.9％、「聞いたことがあり、内容まで知っている」4.1％の順となっています。 

性別で見ると、「聞いたことがない」と回答した割合は、男性（82.0％）が女性（74.9％）よ

り 7.1 ポイント高くなっています。 

 

 

⑨ＬＧＢＴ 

「聞いたことがない」が 92.5％で最も高く、次いで「聞いたことはあるが、内容は知らない」

4.1％、「聞いたことがあり、内容まで知っている」2.5％の順となっています。 

 

 

  



 13 

⑩セクシュアル・ハラスメント（セクハラ） 

「聞いたことがあり、内容まで知っている」が 61.2％で最も高く、次いで「聞いたことはある

が、内容は知らない」24.3％、「聞いたことがない」14.1％の順となっています。 

性別で見ると、「聞いたことがない」と回答した割合は、男性（17.6％）が女性（8.5％）より

9.1 ポイント高くなっています。 

 

前回調査と比較すると、「聞いたことがある」と回答した人の割合が 54.7%（H17）から 85.5％

（H27）と 30.8ポイント高くなっています。 
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男女共同参画に関する言葉の周知度では、「男女共同参画」「男女共同参画社会基本法」「ジェン

ダー」「ワーク・ライフ・バランス」「ＬＧＢＴ」については、「聞いたことがない」と回答した人

の割合が、85%を超えています。 

一方、「ドメスティック・バイオレンス」「セクシュアル・ハラスメント」については、「聞いた

ことがある」と回答した人の割合が、70%を超えています。 

 
 

 

①家庭生活 

「平等」が 68.0％、『男性の方が優遇されている』（「男性の方が非常に優遇されている」+「ど

ちらかといえば男性の方が優遇されている」）13.6％、『女性の方が優遇されている』（「女性の方

が非常に優遇されている」+「どちらかといえば女性の方が優遇されている」）6.2％となっていま

す。 

性別で見ると、「平等」と回答した割合は、男性（75.7％）が女性（61.6％）より 14.1 ポイン

ト高くなっています。 

 

（５） 次にあげる分野で、男女は平等だと思いますか。 
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前回調査と比較すると、「平等」と回答した人の割合が 55.3%（H17）から 68.0％（H27）

と 12.7 ポイント高くなっています。 

 

 

②学校生活 

「平等」が 62.8％、『女性の方が優遇されている』12.9％、『男性の方が優遇されている』7.2％

となっています。 

性別で見ると、『女性の方が優遇されている』と回答した割合は、男性（16.3％）が女性（9.5％）

より 6.8 ポイント高くなっており、『男性の方が優遇されている』と回答した割合は、女性（9.5％）

が男性（5.0％）より 4.5 ポイント高くなっています。 

 

前回調査と比較すると、大きな差はないものの「平等」と回答した人の割合が 59.3％（H17）

から 62.8％（H27）と 3.5 ポイント高くなっています。 
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③法律・制度上 

「平等」が 57.8％、『男性の方が優遇されている』10.9％、『女性の方が優遇されている』7.0％

となっています。 

性別で見ると、「平等」と回答した割合は、男性（61.3％）が女性（55.0％）より 6.3 ポイン

ト高くなっています。 

 

 

④慣習・しきたり 

「平等」が 52.2％、『男性の方が優遇されている』12.0％、『女性の方が優遇されている』4.8％

となっています。 

性別で見ると、「平等」と回答した割合は、男性（60.8％）が女性（43.6％）より 17.2 ポイン

ト高くなっています。 
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⑤社会全体 

「平等」が 45.4％、『男性の方が優遇されている』23.1％、『女性の方が優遇されている』6.3％

となっています。 

性別で見ると、「平等」と回答した割合は、男性（53.2％）が女性（37.9％）より 15.3 ポイン

ト高くなっています。 

 

前回調査と比較すると、「平等」と回答した人の割合が 27.1%（H17）から 45.4％（H27）

と 18.3 ポイント高くなっています。 

一方、『男性の方が優遇されている』と回答した人の割合が 33.1%（H17）から 23.1％（H27）

と 10.0 ポイント低くなっています。 
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①「女は女らしく、男は男らしく」という考え方 

『賛成』（「賛成」+「どちらかといえば賛成」）が 41.5％、「どちらともいえない」38.1％、『反

対』（「反対」+「どちらかといえば反対」）19.8％となっています。 

性別で見ると、『賛成』と回答した割合は、男性（47.3％）が女性（36.0％）より 11.3 ポイン

ト高く、『反対』と回答した割合は、女性（29.4％）が男性（9.9％）より 19.5 ポイント高くな

っています。 

 

 

②「結婚は個人の自由であるから、してもしなくてもどちらでもよい」という考え方 

『賛成』が 77.1％、「どちらともいえない」19.0％、『反対』3.1％となっています。 

性別で見ると、『賛成』と回答した割合は、女性（82.9％）が男性（73.0％）より 9.9 ポイン

ト高くなっています。 

 

  

（６） あなたは、次の考え方についてどう思いますか。 
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③「結婚したら必ず子どもをもった方がよい」という考え方 

「どちらともいえない」が 51.5％、『賛成』29.3％、『反対』18.6％となっています。 

性別で見ると、『賛成』と回答した割合は、男性（31.5％）が女性（26.0％）より 5.5 ポイン

ト高く、『反対』と回答した割合は、女性（22.8％）が男性（14.5％）より 8.3 ポイント高くな

っています。 

 

 

④「夫は外で働き、妻は家庭を守る」という考え方 

「どちらともいえない」が 42.6％、『反対』38.8％、『賛成』18.0％となっています。 

性別で見ると、『反対』と回答した割合は、女性（50.2％）が男性（28.0％）より 22.2 ポイン

ト高く、『賛成』と回答した割合は、男性（22.1％）が女性（12.8％）より 9.3 ポイント高くな

っています。 
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⑤「女性も男性も役割分担して、家事・育児・介護をした方がよい」という考え方 

『賛成』が 69.8％、「どちらともいえない」25.4％、『反対』3.8％となっています。 

性別で見ると、『賛成』と回答した割合は、女性（74.9％）が男性（66.2％）より 8.7 ポイン

ト高くなっています。 

 

 

⑥「結婚して相手に満足できないときは、離婚してもよい」という考え方 

「どちらともいえない」が 47.6％、『賛成』27.6％、『反対』24.0％となっています。 

 

 

⑦「男性も育児休暇や介護休暇をとった方がよい」という考え方 

『賛成』が 53.6％、「どちらともいえない」41.5％、『反対』4.3％となっています。 

性別で見ると、「賛成」と回答した割合は、男性（32.9％）が女性（26.5％）より 6.4ポイン

ト高くなっています。 
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「子どもができても、お休みをもらいながら、ずっと職業をもち続ける方がよい」が 46.0％で

最も高く、次いで「子どもができたら職業をやめ、大きくなったらふたたび職業をもつ方がよい」

21.5％、「わからない」20.6％の順となっています。 

性別で見ると、「子どもができても、お休みをもらいながら、ずっと職業をもち続ける方がよい」

と回答した割合は、女性（52.1％）が男性（40.5％）より 11.6 ポイント高く、「子どもができた

ら職業をやめ、大きくなったらふたたび職業をもつ方がよい」と回答した割合も、女性（25.6％）

が男性（18.5％）より 7.1 ポイント高くなっています。 

 

前回調査と比較すると、「子どもができても、お休みをもらいながら、ずっと職業をもち続ける

方がよい」と回答した人の割合が 26.7％（H17）から 46.0％（H27）と 19.3 ポイント高くな

っています。 

 

  

（７） あなたは、一般的に女性が職業を持つことについて、どう思いますか。 
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３．生き方について  
 

 

「ある」が 40.4％で最も高く、次いで「ない」33.3％、「わからない」25.4％の順となってい

ます。 

 

前回調査と比較すると、「ある」と回答した人の割合が 48.9％（H17）から 40.4％（H27）

と 8.5 ポイント低くなっています。 

 

 

  

（８） 親や他の大人に「男の子だから、女の子だから」という理由でわけへだてされたことが

ありますか。 
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「ない」が 50.6％で最も高く、次いで「ある」27.0％、「わからない」22.0％の順となってい

ます。 

性別で見ると、「ある」と回答した割合は、女性（34.6％）が男性（20.3％）より 14.3 ポイン

ト高くなっています。 

 

前回調査と比較すると、「ない」と回答した人の割合は、41.7％（H17）から 50.6％（H27）

と 8.9 ポイント高くなり、「ある」と回答した人の割合は、36.5％（H17）から 27.0％（H27）

と 9.5 ポイント低くなっています。 

 

 

 

「よかった」が 50.1％で最も高く、次いで「どちらでもいい」32.0％、「わからない」10.2％

の順となっています。 

性別で見ると、「よかった」と回答した割合は、男性（59.0％）が女性（41.2％）より 17.8ポ

イント高くなっています。 

 

  

（９） 親や他の大人から「男の子だから、女の子だから」と言われて嫌な気持ちになったこと

がありますか。 

（１０） 女あるいは男に生まれてきてよかったですか。 
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４．家庭について  
 

 

①掃除 

「母親」が 62.8％で最も高く、次いで「両親」15.2％、「自分や兄弟姉妹」9.3％の順となって

います。 

 

 

②食事のしたく 

「母親」が 76.9％で最も高く、次いで「両親」11.3％、「その他の家族」6.1％の順となってい

ます。 

 

 

③食事の後片付け、食器洗い 

「母親」が 61.7％で最も高く、次いで「両親」「自分や兄弟姉妹」13.8％、「その他の家族」

4.8％の順となっています。 

 

 

  

（１１） あなたの家庭では、次のことを主に誰が行っていますか。 
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④ごみだし 

「母親」が 46.3％で最も高く、次いで「父親」20.2％、「両親」15.2％の順となっています。 

 

 

⑤育児 

「母親」が 41.7％で最も高く、次いで「両親」40.4％、「行わない」12.9％の順となっていま

す。 

 

 

⑥授業参観 

「母親」が 48.3％で最も高く、次いで「両親」33.1％、「行わない」13.6％の順となっていま

す。 
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⑦個人面談 

「母親」が 72.8％で最も高く、次いで「両親」13.6％、「行わない」7.0％の順となっています。 

 

 

⑧祖父母などの世話（介護） 

「行わない」が 45.1％で最も高く、次いで「両親」25.6％、「母親」16.8％の順となっていま

す。 

 

 

⑨子どもクラブ・育成会等の地域活動行事 

「母親」が 39.7％で最も高く、次いで「両親」23.6％、「行わない」19.5％の順となっていま

す。 
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「女の子も男の子も、経済的に自立できるように育ってほしい」が 38.3％で最も高く、次いで

「女の子も男の子も、炊事・掃除・洗濯などの生活をしていくために必要な技術を身につけてほし

い」37.4％、「女の子も男の子も、個性・才能を可能な限り活かして育ってほしい」37.2％の順

となっています。 

性別で見ると、「女の子も男の子も、炊事・掃除・洗濯などの生活をしていくために必要な技術

を身につけてほしい」、「女の子も男の子も、経済的に自立できるように育ってほしい」と回答した

割合は、女性がいずれも 40％を超えています。 

 

 

 

  

（１２） あなたの親（家族）は、あなたをどのように育てたいと思っていると感じていますか。 
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５．恋人どうしの交際について  
 

 

①メールなどの返信が遅いといつも怒る 

「へんだと思う」が 79.1％、「別にへんだと思わない」が 19.5％となっています。 

性別で見ると、「へんだと思う」と回答した割合は、女性（83.4％）が男性（77.0％）より 6.4

ポイント高くなっています。 

 

 

②メールなどを勝手に見たり、消したりする 

「へんだと思う」が 87.1％、「別にへんだと思わない」が 11.6％となっています。 

性別で見ると、「へんだと思う」と回答した割合は、女性（91.9％）が男性（84.7％）より 7.2

ポイント高くなっています。 

 

 

③だれとどこにいたのか、しつこく聞く 

「へんだと思う」が 77.3％、「別にへんだと思わない」が 21.1％となっています。 

性別で見ると、「へんだと思う」と回答した割合は、女性（80.1％）が男性（76.1％）より 4.0

ポイント高くなっています。 

  

（１３） 恋人どうしの交際について、次のような関係をどう思いますか。 
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④友人とのつきあいをいやがったり、禁止したりする 

「へんだと思う」が 88.9％、「別にへんだと思わない」が 9.5％となっています。 

性別で見ると、「へんだと思う」と回答した割合は、女性（92.4％）が男性（87.4％）より 5.0

ポイント高くなっています。 

 

 

⑤相手の言うことを聞かないと不機嫌になる 

「へんだと思う」が 81.4％、「別にへんだと思わない」が 17.2％となっています。 

性別で見ると、「へんだと思う」と回答した割合は、女性（86.3％）が男性（78.8％）より 7.5

ポイント高くなっています。 

 

 

⑥相手がいやがっているのに無理やりキスしたり、体をさわったりする 

「へんだと思う」が 94.8％、「別にへんだと思わない」が 3.9％となっています。 
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⑦別れ話をしてもしつこくつきまとったり、いやな内容のメールなどを送ったりする 

「へんだと思う」が 94.8％、「別にへんだと思わない」が 3.9％となっています。 
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